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報　告

１. はじめに

2025 年に東京でデフリンピックが開催された。

今回は日本福祉のまちづくり学会関東甲信越支部主

催の観戦ツアーに参加した。 そこで、 デフテコンドー

の観戦をはじめ、 関連施設の視察や体験プログラム

への参加を通じて、 聴覚障害者への情報保障技術

の実装状況について報告する。

２. 先端技術の展示

「みる Tech」 展示では、 音声をリアルタイムで

透明ディスプレイに表示する技術が印象的だった。

スマートフォンでの音声認識だと画面に視線を落とす

必要があり、 表情など非言語のやりとりが途切れて

しまう。 透明ディスプレイなら相手の顔とテキストを

同時に見られるため、 「視線の共有」 という点で大き

な前進だと感じた。 また、 重度障害者が遠隔操作す

る分身ロボットや、 聴覚に頼らないアミューズメント

機器の展示もあり、 障害の有無を問わず楽しめる体

験設計の可能性を感じた。

３. デフスポーツ ・ 手話の体験

デフ陸上のバトンパスでは、 肩をたたいてバトンを

渡す方法を実際に体験した。 声が使えない中でも身

体への接触でタイミングを伝えられると知り、 シンプ

ルながら的確な工夫だと感じた。 手話体験では、 動

物のしぐさをそのまま表す直感的なものから、 言わ

れないと意味がわからないものまで様々あることを

知った。 日本語手話と国際手話が別に存在すること

も初めて知り、 手話にも言語としての多様性がある

ことに驚いた。 また、 試合会場では選手への声援の

デフリンピックを観戦して

小森　祐基

日本大学 理工学部 まちづくり工学科 4 年

代わりに手を振ったり、 拍手で気持ちを伝えるデフ

独自の応援文化があることも知った。 言葉や音に頼

らなくても盛り上がれる空間が新鮮で、 観戦の楽し

み方が広がった気がした。

４. デフテコンドー観戦と中野区役所視察

中野区立総合体育館でデフテコンドーのプムセ

（型） 決勝を観戦した。 声も音もない静かな空間の中

で、 ペアの動きが驚くほど揃っていたのが印象的だっ

た。 聴覚の代わりに周辺視野や床の振動を使ってい

るのだと感じ、 体験プログラムで学んだあとだったこ

ともあり、 選手の感覚の使い方をよりリアルにイメー

ジできた。 また、 中野区役所の新庁舎も視察した。

バリアフリーの動線設計に加えアート展示スペース

なども併設されており、 行政施設というよりも地域の

サードプレイスとして機能していた点が印象的だった。

図 1　中野区立総合体育館
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５. おわりに

今回のデフリンピック観戦と体験を通じて、 情報

保障は音声を文字に変換する技術にとどまらず、 公

共空間 ・ 先端技術 ・ 競技環境など社会全体を横断

して考えるものだと実感した。 手話を学び、 バトンパ

スを体験したことで、 聴覚障害者の方々の日常をほ

んの少し体感できた気がする。 まちづくりを学ぶ立

場として、 あらゆる人が能力を発揮できる空間 ・ 環

境の設計を意識していきたいと思った。


